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　関係者各位の皆様方には、日頃より本学地域連携推進センターの活動に御理解と御協力

を賜り、深く感謝を申し上げます。

　昨今、人生100年時代の到来とSociety5.0（狩猟・農耕・工業・情報社会に続く第5の

人間中心社会）、国連によるSDGs（持続可能な社会づくり）の提唱など、未来へ向けての

社会の在り方が模索されています。その中にあって大学には、地域課題の解決を目指す拠

点として、ひとづくり・地域づくり・つながりづくりを支援することが求められています。

　これら社会の要請を受け、地域連携推進センターでは、地域連携部門、研究推進部門、

生涯学習・資格取得支援部門の3部門を構築し対応しています。具体的な施策として、包括

連携協定を締結している自治体、団体、企業等との連携により地域課題解決のための多様

なボランティア活動や研究活動に教員・学生を派遣し、地域社会の生涯学習を充実させる

魅力ある公開講座も実施しています。特に地域連携部門におきましては、産・官・学の連

携による社会貢献を通して、地域に開かれた大学としての使命を果たすべく取り組んでい

るところです。

　令和元年度には、地域社会を学びのフィールドにする経済学部地域創造学科、スポ一ツ

学部スポ一ツ政策コースを新設しました。この2つの学科・コースを核に全学をあげて、地

域課題に取り組む体制をより一層強化していきたいと考えています。本学は、地域と共に

歩む大学の実現と学生の人材育成に重点を置き、学是である「自律処行（自らの良心に従

い、事に処し善を行う）」の具現化を目指しています。この基本方針に沿って地域連携推

進センターでは、社会のニーズに基づく先進的な地域連携システムを構築し、「地域の皆

様と共に」をモットーにオープンな存在としてのその機能を提供して参ります。関係者各

位の皆様方のご協力をお願い申し上げます。

令和元年度 九州共立大学　地域連携推進センター報告書発刊に寄せて

　　　地域連携推進センター
　　　　　所長　　山　田　　　明







  北九州市教育委員会
部活動補助 • スクールヘルパー

  北九州市スポーツ協会
公益財団法人 日本体育施設協会認定
「体育施設管理士養成講習会 • 資格認定試験」

  芦屋町役場
学力向上推進事業
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〔SDGs〕×〔九州共立大学〕
SDGs（Sustainable Development Goals）

とは、2015年9月の国連サミットで、採択された

2030年までの世界の開発目標です。持続可能

な世界を実現するための17のゴール169の

ターゲットから構成され、「地球上の誰一人とし

て取り残さない」ことをスローガンに、開発途上

国のみならず、先進国も取り組むこととされて

います。

世 界 を 変えるた め の 　　の 目 標
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　令和元年12月11日（水）、遠賀信用金庫との「包括的地域連携協定」の企画である、「拝命 社長秘書！」の報告会が開催

されました。社長秘書として、就業体験を行う短期間（２日間）のインターンシップの報告会です。

　報告会では、遠賀信用金庫の岡部憲明理事長から、大学との連携の意義や今回のインターンシップの効果についての

お話があった後、九州共立大学からは、５名の学生が、インターンシップに参加した理由や２日間の内容、今回の体験で学

んだことなどを、ユーモアも交えながら熱心に発表しました。

　学生たちからは、「今回の体験により、社長業の認識が大きく変わった」、「これからの学生生活や就職活動に向けて大

きく役立った」などの報告があり、受入企業の皆様からも、「今回のインターンシップは、企業側にとっても刺激になった」、

「来年度も学生を受け入れていきたい」などの感想をお聞きすることが出来ました。

【遠賀信用金庫】
　「拝命 社長秘書」の報告会
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ESD推進　いきいきシニア塾
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北九州市における子ども食堂の支援に
向けた取組に関する協定締結

40

北九州市消防団協力事業所 表示証交付式
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地域連携推進センター
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